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知
人
か
ら

「
そ
ば
殻
の

灰
汁
で
こ
ん

に
ゃ
く
作
り

を
体
験
し
た

い
人
が
奈
良

か
ら
来
る
の

で
協
力
し
て

ほ
し
い
」
と
の
電
話
。

　

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
に

使
用
し
て
い
た
灰
汁
の

材
料
「
ク
ヌ
ギ
」
が
使

え
な
く
な
り
、
他
の
方

法
を
探
し
て
い
る
時
、

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
の
発

信
を
ネ
ッ
ト
上
で
見
か

け
、
関
わ
っ
て
い
る
知

人
に
連
絡
が
来
た
。

　

私
は
未
経
験
だ
っ
た

が
一
員
と
し
て
協
力
す

る
た
め
、
経
験
豊
富
な

師
匠
に
灰
汁
作
り
を
教

わ
る
。
10
ℓ
の
水
に
そ

ば
殻
２
㎏
を
真
っ
赤
に

焼
い
た
も
の
を
水
に
沈

め
１
時
間
。
そ
れ
を
濾

す
と
灰
汁
が
完
成
。

　

数
日
後
奈
良
か
ら
来

た
方
に
こ
ん
に
ゃ
く
作

り
を
体
験
し
て
も
ら
っ

た
。
汁
を
調
整
し
固
さ

の
確
認
で
「
よ
し
」
と

師
匠
の
声
。
く
せ
が
無

く
と
て
も
美
味
し
い
こ

ん
に
ゃ
く
が
で
き
「
奈

良
に
帰
っ
て
こ
の
方
法

を
伝
承
し
て
い
き
た

い
」
と
大
変
喜
ん
で
い

た
。私
は
師
匠
か
ら「
作

り
方
は
あ
な
た
に
託

す
」
と
言
わ
れ
た
。

　

建
設
業
も
食
の
文
化

も
同
じ
。
昔
か
ら
の
や

り
方
も
学
び
つ
つ
最
新

の
こ
と
も
取
り
入
れ

日
々
精
進
だ
。
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イ
ン
ボ
イ
ス
開
始
後
初

登
録
事
業
者
は
消
費
税
申
告
を

　
【
税
金
対
策
部
】令
和
５
年
分
の
確
定
申
告
が
２

月
16
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
昨
年
10
月
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
開
始
後
初
め
て
の
確
定
申
告
と
な
り
ま

す
。
免
税
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の

登
録
を
行
っ
た
場
合
、
登
録
日
以
降
の
消
費
税
申

告
が
必
要
で
す
。

処
遇
改
善
求
め
る

中
国
整
備
局
交
渉
を
実
施

https://www.okayamakenro.or.jp/
　

申
告
書
の
提
出
期
限
は

所
得
税
が
３
月
15
日
、
消

費
税
が
４
月
１
日
ま
で
で

す
。
令
和
５
年
分
の
確
定

申
告
で
は
青
色
申
告
決
算

書
、
収
支
内
訳
書
が
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
対
応
し
た

用
紙
に
な
る
な
ど
の
書
式

　
【
賃
金
対
策
部
】令
和

５
年
12
月
１
日
に
中
国

地
方
県
連
・
組
合
に
よ

り
、
国
土
交
通
省
中
国

地
方
整
備
局
へ
建
設
業

従
事
者
の
処
遇
改
善
、
担

い
手
確
保
を
目
的
と
し
た

要
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

整
備
局
に
対
し
て
、
法

定
福
利
費
の
明
示
と
請
求

の
正
当
性
の
周
知
、
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価

が
末
端
ま
で
行
き
届
く

よ
う
施
工
体
制
を
確
認

す
る
こ
と
、
働
き
方
改

革
を
踏
ま
え
た
適
切
な

工
期
の
確
保
と
周
知
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
周
知
と
使

用
可
能
な
現
場
を
増
や

す
施
策
の
実
施
、
建
退

共
の
制
度
運
営
に
対
す

る
支
援
の
検
討
と
上
位

の
変
更
点
は
あ
り
ま
す

が
、
申
告
内
容
に
関
し
て

大
き
く
変
更
と
な
る
部
分

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
令
和
５
年
10

月
よ
り
開
始
さ
れ
た
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
伴
い
、
免

税
事
業
者
が
制
度
導
入
を

機
に
登
録
事
業
者
と
な
っ

た
場
合
、
基
準
期
間
の
売

上
が
１
，
０
０
０
万
円
以

下
で
あ
っ
て
も
消
費
税
の

確
定
申
告
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

仮
に
、
10
月
１
日
が
登

録
日
の
個
人
事
業
者
の
場

合
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
消
費
税
の
確
定
申
告
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
割
特
例
に
つ
い
て

　

消
費
税
の
申
告
方
法
は

本
則
課
税
と
簡
易
課
税
の

２
つ
で
す
が
、
令
和
５
年

度
税
制
改
正
で
追
加
さ
れ

た
軽
減
措
置
と
し
て
「
２

割
特
例
」
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開

始
に
よ
り
、
免
税
か
ら
課

税
と
な
っ
た
事
業
者
が
対

象
で
、
消
費
税
の
納
税
額

を
売
上
消
費
税
額
の
２
割

に
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

個
人
事
業
者
の
場
合
、
令

和
８
年
分
の
確
定
申
告
ま

で
２
割
特
例
を
適
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
軽
減
措
置
は
事
前

の
届
け
出
は
必
要
な
く
、

自
身
が
選
択
し
た
申
告
方

法
（
本
則
課
税
も
し
く
は

簡
易
課
税
）と
比
較
し
て
、

申
告
時
に
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
２
割
特
例

を
選
択
す
る
場
合
、
消
費

税
の
確
定
申
告
書
第
１
表

の
税
額
控
除
に
係
る
経
過

措
置
の
適
用（
２
割
特
例
）

欄
に
忘
れ
な
い
よ
う
○
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、基
準
期
間（
２

年
前
）
の
課
税
売
上
高
が

１
，
０
０
０
万
円
を
超
え

て
い
る
方
な
ど
イ
ン
ボ
イ

ス
の
登
録
と
関
係
な
く
課

税
事
業
者
と
な
る
場
合
等

は
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

消
費
税
納
付
額
を
計
算

す
る
際
、
登
録
日
以
降
の

売
上
金
額
で
計
算
を
行
う

た
め
、
登
録
日
以
前
の
売

上
金
額
と
区
分
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建

設
業
以
外
で
農
業
な
ど
軽

減
税
率
の
売
上
が
あ
る
場

合
、
税
率
ご
と
に
区
分
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

冬の労災事故に注意
冬場は凍結や降雪により転倒しやすい

季節です。作業の際は安全意識を持ち

行動するように心がけましょう。

請
負
業
者
へ
の
履
行
確
認

の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。

　

整
備
局
側
か
ら
は
、
法

定
福
利
費
の
明
示
と
請
求

に
関
し
て
、
民
間
事
業
者

も
含
め
て
意
見
交
換
会
を

行
っ
て
い
る
こ
と
や
設
計

労
務
単
価
に
関
し
て
、
施

工
体
制
を
含
め
引
き
続
き

調
査
を
行
っ
て
い
く
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
関

し
て
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

自
身
に
一
時
的
に
就
業
履

歴
を
蓄
積
で
き
る
よ
う
改

良
を
進
め
て
い
る
こ
と
、

建
退
共
に
関
し
て
は
契
約

後
１
か
月
以
内
に
建
退
共

掛
金
収
納
書
の
提
出
を
義

務
付
け
て
お
り
、
履
行
さ

れ
な
い
場
合
は
相
談
窓
口

に
相
談
し
て
ほ
し
い
旨
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

回答を確認する松石賃対部長（写真右）

２割特例と簡易課税の比較（簡易課税第３種＝材料持ち、簡易課税第４種＝手間のみ）
①消費税込みの売上600万円の場合
　売上5,454,600円+消費税545,400円＝6,000,000円
　【第３種】　消費税545,400円−（545,400円×0.7）＝納税額163,600円
　【第４種】　消費税545,400円−（545,400円×0.6）＝納税額218,100円
　【２割特例】消費税545,400円×0.2＝納付額109,000円
②消費税込みの売上900万円の場合
　売上8,181,900円+消費税818,100円＝9,000,000円
　【第３種】　消費税818,100円−（818,100円×0.7）＝納税額245,400円
　【第４種】　消費税818,100円−（818,100円×0.6）＝納税額327,200円
　【２割特例】消費税818,100円×0.2＝納付額163,600円
令和５年（2023年）は、令和５年（2023年）10〜12月の消費税の２割を納める必要が
あります。

【２割特例の適用期間】個人事業者または12月決算法人の場合

令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 令和９年
令和５年10月１日登録

【２割特例の計算例】

免税事業者 インボイス
発行事業者

インボイス
発行事業者

インボイス
発行事業者

インボイス
発行事業者

インボイス
発行事業者

２割特例の適用が可能な期間

確定申告
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等
の
給
付
は
給
付
基
礎
日

額
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま

す
。
一
人
親
方
な
ど
事
業

主
の
立
場
で
働
く
方
は
、

自
身
で
給
付
基
礎
日
額
を

選
択
し
ま
す
。
給
付
基
礎

日
額
を
選
択
す
る
目
安
は
、

【
日
額
×
３
６
５
＝
年
間

所
得
】と
な
り
ま
す
。

　

一
括
有
期
事
業
労
災
・

継
続
事
業
労
災
の
特
別
加

入
者
で
来
年
度

の
基
礎
給
付
日

額
を
変
更
さ
れ

る
方
に
つ
い
て

は
、
3
月
中
旬

ま
で
に
支
部
で

手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

一
人
親
方
労

災
加
入
者
は
、

２
月
の
年
度
更

新
手
続
の
際
に
、

日
額
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

度
で
す
。

　

入
会
に
は
、
建
設
業
許

可
ま
た
は
一
定
の
資
格
を

有
す
る
こ
と
、
元
請
と
し

て
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行

っ
た
経
験
が
あ
る
事
業
者

で
あ
る
こ
と
、
入
会
前
に

講
習
（
組
合
本
部
に
て
随

時
開
催
）
を
受
講
す
る
こ

と
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

会
員
は
国
土
交
通
大
臣

登
録
の
事
業
者
団
体
の
ロ

ゴ
が
使
用
で
き
、
名
刺
や

看
板
等
に
掲
げ
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

悪
質
な
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
が
増
え
て
い
る
昨
今
、

消
費
者
に
安
心
を
与
え
る

こ
と
は
仕
事
確
保
の
上
で

非
常
に
大
切
な
項
目
で
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行

う
事
業
者
の
方
は
ぜ
ひ
入

会
を
検
討
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
所
属
支
部
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

第193章

今年は資格取得
技術向上が目標

　
【
青
年
部
　
兒
島
佑

弥（
27
歳
・
倉
敷
）】
私

の
趣
味
は
バ
イ
ク
に
乗

り
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
く

こ
と
で
す
。
去
年
は
連

休
に
友
人
と
呉
に
あ
る

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ

行
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
寒
く
て

バ
イ
ク
に
乗
る
こ
と
が

億
劫
に
な
る
事
も
あ
り

ま
す
が
、
も
う
少
し
暖
か

く
な
る
と
乗
り
や
す
い
時

期
に
な
る
の
で
「
Ｇ
Ｗ
に

で
も
、
ど
こ
か
に
走
り
に

行
き
た
い
な
ぁ
」
と
計
画

中
で
す
。

　

ち
な
み
に
私
は
大
工
を

し
て
い
て
、
今
年
は
資
格

取
得
と
技
術
向
上
を
目
標

に
頑
張
り
ま
す
。

　

資
格
は
些
細
な
現
場
作

業
で
も
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
組
合
機
関

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
情
報
を
得
な
が
ら
、

コ
ツ
コ
ツ
と
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

青
年
部
と
し
て
は
今
後

の
活
動
に
も
参
加
し
て
い

き
、
他
支
部
の
青
年
部
と

交
流
を
深
め
、
仕
事
に
も

役
立
て
ら
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
に
安
心
を
提
供

全
リ
協
会
員
を
募
集

　
【
住
宅
対
策
部
】建
労

岡
山
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
協
会
事
業
者
団
体
の

「
全
建
総
連
リ
フ
ォ
ー

ム
協
会
（
全
リ
協
）」
の

岡
山
県
支
部
と
し
て
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
団
体
と
は
、
消
費

者
が
よ
り
安
全
・
安
心

な
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

依
頼
で
き
る
環
境
整
備

を
目
指
し
て
、
国
土
交

通
省
に
よ
り
創
設
さ
れ

た
事
業
者
団
体
登
録
制

　
【
労
働
対
策
部
】一
人
親

方
労
災
・
労
働
保
険
（
一

括
有
期
事
業
労
災
、
継
続

事
業
労
災
、
雇
用
保
険
）

の
年
度
更
新
は
例
年
同
様

に
一
人
親
方
労
災
保
険
が

令
和
６
年
２
月
頃
に
実
施

し
、
労
働
保
険
が
令
和
６

年
４
月
に
実
施
し
ま
す
。

労
災
保
険
料
率
が

�

一
部
変
更
に

　

来
年
度
は
労
災
保
険
料

率
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す
。

一
人
親
方
労
災
の
料
率
は

１
，
０
０
０
分
の
１
減
少

し
、
給
付
基
礎
日
額
４
，

０
０
０
円
の
場
合
、
年
間

保
険
料
は
２
６
，
２
８
０

円
か
ら
２
４
，
８
２
０
円

に
引
き
下
が
り
ま
す
。

　

事
業
所
労
災
の
保
険
料

率
は
一
部
の
業
種
の
み
増

減
し
、
雇
用
保
険
料
率
は

現
時
点
で
未
定
で
す
。

　

労
災
保
険
の
休
業
補
償

一人親方労災・労働保険

年度更新忘れずに
給付基礎日額の見直しを

労
働
者
を
雇
用
し
な
く

な
っ
た
場
合

　

一
括
有
期
事
業
所
労
災

の
特
別
加
入
者
が
、
労
働

者
を
雇
用
す
る
見
込
み
が

年
間
１
０
０
日
未
満
と
な

っ
た
場
合
、
一
人
親
方
労

災
に
変
更
が
必
要
で
す
。

2
月
中
を
目
途
に
支
部
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

労災保険料率の変更があった主な業種等
令和５年度料率 令和６年度料率

一人親方労災 18/1,000 17/1,000

事業所労災業種 令和５年度料率 令和６年度料率
36 �機械装置の組立て又は

据え付けの事業 6.5/1,000 6/1,000

44 木製品加工業 14/1,000 13/1,000
49 土石製品製造 26/1,000 23/1,000
52 金属材料品製造業 5.5/1,000 5/1,000
54 金属製品製造 10/1,000 9/1,000
57 電気機械器具製造業 2.5/1,000 3/1,000
61 その他の製造業 6.5/1,000 6/1,000
93 ビルメンテナンス業 5.5/1,000 6/1,000

【令和６年度建設関係資格試験・検定案内】

資格名 試験日 申込受付
期間 指定試験機関

施
工
管
理

◦
土
　
木

１級
第一次：

７月７日
第二次：

10月６日

３月22日～
４月５日

（一財）
全国建設研修セン
ター
◦土木
TEL：
042-300-6860

◦管工事
TEL：
042-300-6855

◦電気通信工事
TEL：
042-300-0205

◦造園
TEL：
042-300-6866

２級

第一次（前期）
６月２日

３月６日～
３月21日

第一次（後期）、
第一次・第二次
10月27日（同日）

７月３日～
７月17日

・
管
工
事

・
電
気
通
信
工
事

・
造
　
園

１級
第一次：

９月１日
第二次：

12月１日

５月７日～
５月21日

２級

第一次（前期）
６月２日

３月６日～
３月21日

第一次（後期）、
第一次・第二次
11月17日（同日）

７ 月 ９ 日 ～ 
７月23日

・
建
　
築

・
電
気
工
事

１級

第一次：
７月14日（電気工事）
７月21日（建築）
第二次：

10月20日

２月22日～
３月８日

（一財）
建設業振興基金
TEL：
03-5473-1581

２級

第一次（前期）
６月９日

２月９日〜
３月８日

第一次（後期）、
第一次・第二次
11月24日（同日）

７月10日～
７月24日

技能士

前期
職種 ６月～９月 ４月上旬頃 岡山県職業能力開

発協会
TEL：
086-225-1546

後期
職種 12月～翌年２月 10月上旬頃

建築士
一級 学　　科：７月中旬頃

設計製図：10月中旬頃
（公財）建築技術教
育普及センター
TEL：
03-6261-3310二級 学　　科：７月上旬頃

設計製図：10月中旬頃
※詳細については各ホームページで確認してください。
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本
年
４
月
以
降
、
建
設

業
も
時
間
外
労
働
時
間
の

上
限
規
制
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
か
ら
36
協
定
届
の

様
式
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

（
左
図
参
照
）

　

月
45
時
間
超
の
時
間

外
・
休
日
労
働
が
見
込
ま

れ
な
い
場
合
は
「
様
式
９

号
」、
45
時
間
超
の
時
間

外
・
休
日
労
働
（
災
害
復

旧
の
対
応
が
見
込
ま
れ
な

い
場
合
）
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は「
様
式
９
号
の
２
」

の
協
定
届
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

様
式
は
「
厚
生
労
働
省

主
要
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
達
の
身
近
な
危
険

で
あ
る
交
通
事
故
の
備

え
と
し
て
、
組
合
で
は

「
団
体
交
通
傷
害
保
険
」

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
し

た
が
、
損
害
保
険
の
代

理
店
業
務
縮
小
に
伴
い
、

取
扱
い
を
終

了
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
団

体
交
通
傷
害

保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る

方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令

和
６
年
４
月

１
日
午
後
４

時
を
も
っ
て

契
約
満
了
と

な
り
ま
す
。

解
約
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
そ
れ
以
降
は
補
償
が

終
了
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

団
体
と
し
て
契
約
の

取
扱
は
終
了
し
ま
す
が

　

令
和
５
年
12
月
２
～

３
日
に
建
労
岡
山
会
館

に
て
、
第
14
回
中
国
地

協
青
年
部
幹
部
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
議

に
は
中
国
４
県
連
・
組

合
の
青
年
部
幹
部
11
人
、

本
部
書
記
２
人
に
全
建

総
連
組
織
部
の
和
田
書

記
が
参
加
。

　

１
日
目
は
各
県
連
・

組
合
青
年
部
の
活
動
報

告
や
次
年
の
各
種
行
事

等
の
確
認
、
調
整
を
行

っ
た
ほ
か
、
今
回
は
昨

年
６
月
の
中
国
地
協
青

年
部
交
流
集
会
で
提
案

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】令

和
６
年
１
月
よ
り
、
子
育

て
世
代
の
負
担
軽
減
、
次

世
代
育
成
支
援
等
の
観
点

か
ら
出
産
す
る
被
保
険
者

に
係
る
産
前
産
後
期
間
相

当
分
の
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
「
産
前
産
後
期
間
の

国
民
健
康
保
険
料
還
付
制

度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

対
象
期
間
の
保
険
料
は

一
度
引
き
落
と
さ
れ
ま
す

が
、
産
前
産
後
期
間
後
、

引
き
落
と
し
口
座
へ
還
付

さ
れ
ま
す
。
対
象
期
間
や

対
象
者
に
つ
い
て
は
下
記

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
期
限
は
出
産
後
２

年
以
内
で
す
。
該
当
の
方

は
必
要
書
類
を
準
備
の
上
、

所
属
支
部
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

子育て世代の負担軽減
産前産後期間の保険料免除

交
流
企
画
実
現
に
向
け
協
議

統
一
行
動
は
全
体
学
習
へ
変
更

さ
れ
た
地
協
青
年
部
で
の

新
た
な
交
流
企
画
に
つ
い

て
実
現
に
向
け
た
協
議
も

進
め
ま
し
た
。２
日
目
も
、

例
年
取
り
組
ん
で
い
た
統

一
行
動
を
全
体
学
習
に
変

更
し
、
和
田
書
記
に
よ
る

「
青
年
部
に
お
け
る
組
織

拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、

建
設
業
の
若

い
担
い
手
不

足
、
若
年
層

の
育
成
強
化

と
い
う
青
年

「
引
き
続
き
交
通
事
故
等

の
ケ
ガ
に
備
え
て
お
き
た

い
」
な
ど
の
要
望
が
あ
る

加
入
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

個
別
契
約
と
し
て
、
類
似

の
保
険
商
品
を
委
託
代
理

店
（
ｅ
．
Ｋ
．
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）
よ
り

提
案
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

提
案
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
所

属
支
部
へ
連
絡

を
お
願
い
し
ま

す
。

　

個
別
契
約
の

た
め
、
組
合
脱

退
後
も
加
入
し

続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
団
体
割

引
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
補
償
内
容
、
保

険
料
等
に
つ
き
ま
し
て
は

委
託
代
理
店
よ
り
、
提
案

の
連
絡
が
あ
っ
た
際
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

36
協
定
届
が
様
式
変
更

様
式
は
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
か
ら

部
が
抱
え
る
問
題
が
、

結
果
と
し
て
組
合
全
体

の
問
題
と
な
る
こ
と
を

基
本
組
織
も
認
識
し
、

運
動
前
進
に
繋
げ
た
い

と
呼
び
か
け
が
あ
り
ま

し
た
。

　

１
泊
２
日
の
対
面
開

催
と
い
う
コ
ロ
ナ
禍
前

の
形
式
に
戻
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
で
き
な
い

活
発
な
意
見
や
質
問
を

出
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
活
動
の
方
向
性

を
確
認
で
き
た
実
り
多

き
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

久し振りに対面した４県青年部幹部

講演を行う和田書記

４月１日で補償が終了
希望者へは代替保険を提案

団体交通傷害保険

【対 象 者】�令和５年11月１日以降に出産した建設国保に加入する被保険者。（建設
国保に資格のある家族の方も対象）

　　　　　※�妊娠85日（４か月）以上の出産が対象です。(死産、流産、早産及び
人口妊娠中絶の場合も含む)

【対象期間】�出産月の前月から出産月の翌々月（以下「産前産後期間」）までの保険料
が対象。

　　　　　※多胎妊娠の場合は出産月の３か月前から６か月分の保険料
３か月前 ２か月前 １か月前 １か月後 ２か月後 ３か月後

単胎の方 出産予定月

多胎の方 出産予定月
※�産前産後期間のうち令和６年１月以降の期間の分だけ保険料が還付されます。
（�例：令和５年11月出産の場合、令和６年１月分の１か月、令和５年12月出産の場

合、令和６年１月分、２月分の２か月を還付）
【必要書類】①産前産後期間に係る保険料軽減届出書

　　　　　②�住民票や母子健康手帳など親子関係・出産日が確認できる書類
　　　　　※�必要書類を準備の上、所属支部へ届出ください。 

出産後２年以内に手続きしてください。

…対象期間

建設業の36協定届が新しくなります
下記の４種類の様式の中から事業場に合う様式を選択してください。

様式選択フローチャート
月45時間超の時間外・休日労
働が見込まれますか？

特別条項として
⃝�災害時における復旧及び復興の事

業に従事する場合における月／年
の時間外・休日労働時間数

⃝�月45時間を超えることができる回数（６回ま
で）等

※�時間外・休日労働の以下の規制は適用しない
□月100時間未満□２〜６か月平均80時間以内

特別条項として
⃝�月45時間を超える場

合における月／年の時間外・休
日労働時間数

⃝�月45時間を超えることができる
回数（６回まで）等

一般条項として
⃝�時間外・休日労働を

させることができる場合
⃝�その場合の労働者の範囲や人数
⃝�１日／１か月／１年の時間外労

働時間数の限度等

※�様 式 ９ 号 の ３
の ２ は 災 害 時
の 復 旧・復 興
の 対 応 が 見 込
まれる場合

見込まれない

見込まれない

見込まれる

見込まれる

災害時の復旧・復興の対応が
見込まれますか？

様式
９号の
３の３

様式９号、
様式９号の
３の２※

様式
９号の
２

令和６年
４月〜

中
国
地
協
青
年
部
幹
部
会
議
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癒
さ
れ
る
し
、
飽
き
な

い
で
す
。
獣
医
さ
ん
に

は「
愛
情
は
平
等
に
ね
」

と
注
意
さ
れ
た
の
で
、

２
匹
と
も
同
じ
よ
う
に

可
愛
が
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

の
本
場
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、
代
表
的
な

ハ
カ
と
共
演
も
行
い
ま

し
た
。

　

国
内
活
動
で
は
、
世

界
的
に
活
躍
し
た
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

山
本
寛
斎
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
出
演
し
て
お
り

「
国
内
で
行
っ
た
こ
と

の
な
い
場
所
は
ほ
と
ん

ど
な
い
」
と
世
界
を
ま

た
に
か
け
て
、
備
中
神

楽
を
広
め
て
い
ま
す
。

　

「
神
事
で
あ
る
か
ら

に
は
資
格
が
必
要
」と
、

平
成
27
年
に
は
神
職
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
備
中
神
楽
の

人
口
は
約
２
０
０
～
４

０
０
人
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
年
々
減
少
傾

向
で
、
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
活
動
は
今
後
も

活
発
に
行
い
た
い
と
話

し
ま
す
。

　

毎
週
木
曜
日
の
19
時

か
ら
21
時
に
、
総

社
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
子
供
達

と
練
習
し
て
い
る

福
本
さ
ん
は
、
神

楽
を
通
し
、
自
然

の
恩
恵
に
感
謝
し

な
が
ら
子
供
達
と

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

備
中
神
楽
を
肌

で
体
験
し
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
行
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

い
て
い
ま
し
た
。
私
以
外

に
も
２
人
ほ
し
い
人
が
い

る
と
の
事
だ
っ
た
の
で

「
キ
ジ
ト
ラ
が
希
望
だ
け

ど
、
引
き
取
り
手
が
い
な

い
子
で
い
い
の
で
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
そ
の
日
は

帰
り
ま
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
子
供
達
に

「
子
猫
を
も
ら
え
る
か
も

し
れ
な
い
」と
言
う
と「
良

か
っ
た
ね
」、「
も
ら
え
る

と
い
い
ね
」
と
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

無
事
、
希
望
の
子
猫
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
部

　

今
月
は
菅
原
労
働
対
策

部
長（
津
山
・
大
工
）・
福

田
労
働
対
策
副
部
長
（
西

大
寺
・
大
工
）・
笠
原
労

働
対
策
副
部
長
（
笠
岡
・

型
枠
工
）を
紹
介
し
ま
す
。

　

労
働
対
策
部
で
は
主
に
、

304

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

備中神楽を世界へ
子供達と広めていきたい

総社支部 福本里志さん（建具工・71歳）

　

「
備
中
神
楽
を
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
へ
登
録

す
る
た
め
、
子
供
達
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
」
と
、
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
子
供
達

を
指
導
す
る
福
本
さ
ん
。

　

18
歳
か
ら
建
具
工
と
し

て
働
き
始
め
、
54
年
目
の

ベ
テ
ラ
ン
職
人
で
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
備
中

神
楽
を
身
近
に
育
ち
「
大

人
に
な
っ
た
ら
神
楽
を
や

っ
て
み
た
い
」
と
21
歳
の

時
に
習
い
始
め
、
今
で
は

国
内
外
問
わ
ず
各
地
へ
赴

い
て
い
ま
す
。

　

海
外
で
は
ハ
ワ
イ
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
等
で
舞
い
、
ラ
グ
ビ
ー

赤磐支部
黒田　早苗

　

昨
年
の
２
月
、
飼
っ
て

い
た
２
匹
の
猫
の
う
ち
、

１
匹
（
キ
ジ
ト
ラ
）
が
亡

く
な
り
、
私
も
子
供
達
も

少
し
気
落
ち
し
て
い
ま
し

た
。
心
の
中
に
は
し
っ
か

り
と
そ
の
存
在
が
残
っ
て

い
て
、
ず
っ
と
不
思
議
な

感
覚
で
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
の
11
月
、

支
部
事
務
所
に
行
く
と
子

猫
が
３
匹
い
て
「
カ
ラ
ス

に
取
ら
れ
そ
う
だ
か
ら
保

護
し
て
き
た
」と
の
こ
と
。

可
愛
く
て
思
わ
ず
「
こ
の

子
も
ら
え
る
の
？
」
と
聞

屋
に
離
す
と
、
落
ち
込
ん

で
な
い
と
思
っ
て
い
た
け

ど
す
ご
く
心
が
晴
れ
ま
し

た
。
子
猫
が
来
て
か
ら
な

ん
だ
か
皆
元
気
に
な
り
ま

し
た
。

　

人
見
知
り
を
ま
っ
た
く

し
な
い
猫
で
、

リ
ビ
ン
グ
を
走

り
回
り
、
遊
び

疲
れ
て
１
匹
で

丸
く
な
っ
て
寝

て
し
ま
い
ま
し

た
。
い
た
ず
ら

も
多
い
け
ど
見

て
い
て
本
当
に

教え子達と一緒に

じゃれ合う我が家の猫

〈
県
　
内
〉

２
日　

四
役
会
議

３
日
〜
４
日

　

�

足
場
組
立
て
等
作
業

主
任
者
技
能
講
習

４
日

　

青
年
部
交
流
集
会

６
日

　

�

労
組
・
国
保
合
同
四

役
会
議

14
日

　

�

労
組
・
国
保
会
計
監

査
16
日　

国
保
理
事
会

21
日　

執
行
委
員
会

29
日　

国
保
組
合
会

〈
県
　
外
〉

11
日
～
12
日

　

全
国
青
協
定
期
大
会

本
部
　

　
役
員
紹
介

安
全
衛
生
対
策
活
動
・
労

働
保
険
事
務
組
合
の
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

安
全
衛
生
対
策
と
し
て
、

安
全
講
習
会
・
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
に
取
り
組

み
、
組
合
員
の
安
全
意
識

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
労
働
安
全
衛

生
法
に
基
づ
く
「
フ
ル
ハ

ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
の

特
別
教
育
」
の
実
施
に

も
取
り
組
み
、
ま
た
石

綿
関
連
の
法
改
正
に
伴

い
、
工
事
開
始
前
の
石

綿
含
有
建
材
の
事
前
調

査
に
関
す
る
資
格
取
得

の
必
要
性
の
周
知
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者

救
済
目
的
で
新
設
さ
れ

た
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

給
付
金
」
の
申
請
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

組合員の安全意識向上に努める

苫田支部閉所について
　建設労働組合苫田支部が設立してから63年が経ちましたが、組合員数
減少に伴い昨年12月をもって閉所となりました。全盛期は約130人いた組
合員は45人にまで減少。平均年齢は65歳を上回っており、脱退理由は年
齢や仕事減少によるものが最多となりました。
　そんな中でも少ない人数で力を合わせて苫田支部を少しでも長く残そ
うと同業者に声掛けをして新規加入者を増やそうと頑張ってきました。
しかし、現場が事務所に近くないと中々加入するきっかけにならず、新
規加入者は多くて年に１人でした。そのため残念ながら年々減っていき
解散の流れとなってしまいましたが、苫田支部として長い間活動できた
こと大変感謝しております。
　これまで長年にわたるお力添えをいただきながら、残念な結果ではあ
りますが、各支部におかれましては63年間長きにわたり、変わらぬお付
き合いを頂きまして、本当にありがとうございました。

支
部
定
期
大
会（
予
定
）

２
月
11
日

⃝
和
気
支
部
９
時
～

　
備
前
市
勤
労
者
セ
ン
タ
ー

⃝
児
島
郡
支
部
９
時
30
分
～

　

�

岡
山
市
公
民
館
西
紅

陽
台
分
館

新
し
い
家
族
の
仲
間
入
り

心
の
穴
を
埋
め
る
出
会
い

⃝
倉
敷
支
部
13
時
30
分
～

　
く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ

⃝
吉
備
支
部
13
時
30
分
～

　
真
備
船
穂
商
工
会
会
議
室

２
月
16
日

⃝
新
見
支
部
18
時
～

　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
月
17
日

⃝
高
梁
支
部
13
時
30
分
～

　

支
部
会
館

２
月
18
日

　

津
山
支
部
９
時
30
分
～

　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

⃝
児
島
支
部
13
時
～

　

支
部
会
館

２
月
25
日

⃝
真
庭
支
部
９
時
30
分
～

　

支
部
会
館

⃝
御
津
支
部
９
時
30
分
～

　

岡
山
北
商
工
会

⃝
玉
野
支
部
13
時
～

　

玉
野
市
総
合
体
育
館

⃝
小
田
支
部
13
時
30
分
～

　

�

矢
掛
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

３
月
２
日

⃝
総
社
支
部
13
時
30
分
〜

　

支
部
会
館

３
月
３
日

⃝
久
米
支
部
９
時
30
分
〜

　

久
米
群
商
工
会
館


